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京都大学芦生演習林のブナ天然林における

低木の個体群構造について

111 rl:J典和・玉;Jド

。nlhe popullltion slructurc of・shrubsinは nllluml
beech forest of Kyoto University forest in Ashi¥l・

NorikllZU YAMANAKA ancl Shigenobu TAMAl 

i'fri ニコ
'J7;:: 三1

京都大学問往左j江溜林のブナ天然林で，閉鎖林主主下における低木磁の側体]})'，梢造と繁殖様式につ

いて調査与を行・い，閉鎖林組下での低水離の~羽体抑制f(i持におげる栄養緊縮の役割について考終を行

ったの結来の概~Iま次のとおりである。

1) プロット当りの住存地上峯数は，コアジサイがも多く，以下， ザ日ウブ，イヌツゲ，ク

ロモジの顕であった。株数についても悶識の傾向がみられた。 10株以上出現した磁についての株

当り平均生存地上選数は， リ日ウブが最も多く次いでイヌツゲ，コアジサイ，クロモジ，ヤマア

ジサイ，マルパマンサクのj阪であった。

全体では82銘の株が2本以上の生存又は*?i死:LilU二議を有していた0
2) クロモジ，コアジサイ，マノレパγ ンサクは，閉鎖林却下で多くのOl31tJ:ili上惑がみられ，か
っ日fllG地上議はえさ統して躍されていた。 ワE ウブ，ょにゴノニI'-，ヤマアジサイのIj詰花池上裟は非

~tlれと少なかった。

3) ヨ:袈低水離6趨(コアジサイ， リョウブ，イヌツゲ，ャγ アジサイ，ク 1:1モジ， γjレパγ

ンサク〉のj也際誼径|校別本数分布は，し吋おれも L型を訴し，地上認{flil体iJれま，栄議繁殖により辿

統的に維持されていた。

4) ザj芳三により株を総持し，かっ1~;数の多かったコアジサイの株サイズ分布は， L裂を示した。

しかし林内に実生はほとんど存殺せず閉鎖林組下での誕生の定結， ~ミ長は長い ffを/1号スケ…ノレの iが

で起っているものと考えられた。

はじめに

日本の冷iffa帯の総本11と考えられているブナ天然林の災事rr;的根については近年多くの研究がなさ
れてきているl吋〉。 しかし， ブナ林公構成する低水を中心とした従腿績の個体群に関する研究は

ほとんど行われていないS)。天然林の動態を考える上で低水は潟水i可様，森林を緋j点するー践で

あり 3 また潟水の頭打怒号2・:考える際にも低木との相li1'1戸別を抜き!として考えることはでiきないG)。

それに加えて，生活械式，鍛揃級武をふまえた樹木の個体1呼の研究を行うよで低水は，樹高が俄

く，池上主主の5む=命が組く，また比jl'泣的関税当りの俗H*数が多い等のJ誌で有利である。
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京都大学戸控訴l習林では1977年以米，個体技長追跡法等を利用した樹木の動)誌にi封ずる研究が

続けられているが7)本研究は，戸ミ演?野林のブナ天然林において，低水を仁1:1心lこ， l司:の側{本1別清

造と繁殖様式の関係をIlJjらかにすることを続的として淵遊を行った。

樹木の繁殖様式については，潟水では混として存性繁殖により極側休泌を維持している例が多

いが，低水では有性紫織と栄養鍛織の両方に依存しているものが多い。

多くの多年生革本のように栄議鍛織により主主礎的に独立しているが遺伝的にはl均一の倒休を生

j浴する織物の側1~q削~I~'造を考える際には， 単一の接合子lこ白米する個体 (g己n日t;Niで表わす)

と， genetから栄縫紫獄により生;:された遺伝的に河ーの側体 (rarnet;!Zijで表示)， Ni 知的d占

lli2ートlli3-卜…十llij) を区別した 2つのレベノレから解析を行うことが盟ましく，栄諮繁殖を行っ

ている植物の似体抑情遣は以下のように表わされている附〉。

N=N1十λ'2十λ13.1・..-j-Ni

N'ニ (JlllトJtl2十1113十日・Jllj)十(1l21十llZ2十…十JlZj)ト…十(nil"+~ Jli2十…“j-llij)

この概念は有効であるが多年生前本の場合は lつ]つの gcnctそ区別することは特殊な場合を

除いて不可能であるimo しかし，低水の場合，務先日により新を行い，いわゆる“j朱"を形成す

るものについては 1つ1つの genetそ区別することは，多年投球本に比べると 3 ある続出可能

である。

{)~条安打う様については間組が脱るが，今i立l は，お庇いに地下部のつながりがある小ノf ッチを

使宜上 1つの genetとして取り扱った。

なお本論文においては，名iミを genctとほぼ河識に，そして，!:lミ}m約に完全には独立していなく
とも地際において民別できる池上去をも r札metとほぼ同議にとり倣った。

低水という刑訴は定義が明椛でないが，今!盟は， .:tとして森林の仁1:1・下関そ構成する拐で林泌
加を構成しえない期，という意味でf支出した。

なお，本研究公選めるにおいて御指導いただきました，京都大学出::f=*lj森林生態学研究出のjji

手IJ夫教授に回く感謝の立を識します。また終紛，手Lfi~な助討をいただき，品M査に際しでも，多大

な協力をいただきました，京都大学腿学部森林生態学研究室の皆保，ならびに京然大学戸控訴

4本の務総にj築く jぷi哲;いたします。

;1H，1五j:自の概:虫:

京都府;lt桑 Sl~nl英 lLi I町の京都大学戸生演習林第 4 林斑 i々で米関 iC返る文j議似の~tl{û ~斜j}ûl~JJl支

に細道Hfuを設けた。純資地の額約iは約 760m，地質は秩父古生j磁の BD 裂ないし BD-dl~であ

る。純資地から約 4kmほど縦れた，京都大学生出轡林事務所(探 360111)における年平均

気蹴は 130C，年平均降水設は 2495111111であり， 1976年から1980年までの5年間の平均で投iF仏!i

が 95.4 Clll に迷する11)誕日本型気候に掘している。ノぷi1-伝説n野林のjj在住は様尚約 600IIIを1立
とし"で， I援帯落葉1:1:諜fM林掛から髄都議諜j五議樹林幣へと移行し，またそれぞれの森林相;におい

て，ほほj幹部上の位置に対応して，いくつかの級生型が区分されている12)。

制資地の樹期総jお (D.B. H. ~3 cm) を示したものが表寸である o lL木本数のi誌も多いものは

1)ョウブ (Clethrabarbi・IUwvisSieb. et. Zucc.)以下，ブナ (Faguscrellala Sieb. et. Zucc.)，マノレ

パマンサク (Hamamelz'sjatonica var. obtusata Matsum.)，ハクウンボク (StY1'a必 obassiaSieb. 

et. Zucc.) のj似であったo 1.潟両断Tflî~iIi合言 l'でみるとブナが最も俊占しており， 次にコシアブラ

(Acanthotanax sciadotめIlloidesFr乱I1ch.日t.Sav乱t.)が大きなfn'Iを示した。またよj関が閉鎖し，

多くのブナの大径氷がぷ在することなどから木林分は?かなり長期にわたり大きな撹乱がなかっ
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逆立時1 (D. B. H.~3 cm) 
Tablc 1. Spccics composition of dominant trecs (D. B. H.注3cm)

羽i 本No.0数f 思:帯型「Spccics ll'ces/ha 
(m2/ha) 

ブナ Fagus CI・'cna!a 250 29.42 14.88 27.829 

コシアフラ Acan!/IOPanax Scl，山iopltylloides 67 14.90 8.13 2.234 

リョウブ Cle! /lYa om'bUICI咽is 633 4.75 4.99 1.175 

ク?シグ Carpiults Japonica 100 11. 18 8.52 1. Jtl5 

コノ、ウチワカエうI"'Acer J'icooldul1IltJJl 67 11. 47 7.97 0.713 

マノレパγ ンザク tゾalllamelisJaponica var.υO!It.I'tI!a 117 6.35 6.48 O. :381 
ハタウンボク S!yra.Y obassia 117 6.28 5.86 0.375 

イタヤカエデ、 Accr叫 0110 67 6.35 6.66 0.252 

アカシデ C仰 -pinlts!axlj!ora :33 8.05 7.75 0.219 

マルパアオダモ F"a.Yums siebo!dialla 17 12.10 7.56 0.192 

ウワミズザクラ Pntnus grayana 17 12.00 7.11 0.188 

クロモジ LUldera u1Ilbel!a!a 83 4.30 5.59 0.126 

コミネカエデ Acer 1Jlicralltllli1Jl 33 6.70 6.28 0.125 

エゴソキ S!yrax Japonica 33 5.65 4. 78 0.084 

ヤマボウシ Corllus kousa 17 8.00 5.37 0.084 

クマノミズキ C01"lltlS macn-pllyllα 17 6.30 5.02 0.052 

ハウチワカエデ Acer japom'cu1ll 33 4.15 5.93 0.045 

オオカメノキ Vi&l.げnumfurca!仰 t 33 3.65 4.56 0.035 

テツカエデ Acer 111:伊onicul!l 17 4.50 5.19 0.027 

ミズナラ Quercas 1Il01lg.υ!t'Ctl val'. grosscserrt1ta 17 4.30 5.28 0.024 

ツザパナ EIlO1り'''ltlS0ゅ'pltylllls 17 4.10 5.02 0.022 

タンナサワワタギ Symplocoscorealltl 17 4.00 4.24 0.021 

Tolal 1802 35.348 

た決定した林分であると1111定される。また制変地の林床には，ササはお夜しなかった。

品百 法

京都大学戸生損1IN林第 4;j*斑内のjヒl句会で傾斜約35皮のササを欠く斜i問中古1.1(ζ20 mX30 m の
綿査地を設定し，制資地内を 2.5mX2. 5111のメッシュに限切り，各メッシュイjJにH:lf話木本純物
そ記録し， ~童数白部職ltil線を求めた。c!玄/-1)。

また ζの結果より， 1982年8月lこ純資地内lこ新たに 10111 X20 111のプロットを設定し?プロッ

ト内に存犯するすべての氷水植物〈つる総物を除

く〉について，個々の地上茎の地i船底筏，後j幹;民

を測定し，かつ開花の有~I誌を紀縦した。

また枯死地上遣さについても， :i'U.l1際政筏の測定を

行った。籾査の燃には，個々の株を留別し，似々

の地上峯が隠するtkを明織にした。
綿花の有無の判定については，有性紫織を行っ

た何らかの桜跡のある地上峯を開花地上裟，そし

て開花地上茎を一本でも含む株をl，fJ1t:W~とした。

@
 
@
 
@
 e
 

aw 
aw a' @
 
@
 
aw 
@
 
@
 
@
 
@
 
@
 
@
 働マ
e
6
4
1
P

Hae 
・
@
@
 

い

@
@
 

ゆ

@
い

@

L
a
g
e
e
ぃ1
1』
1
いい
1
1
l
p
l
E
E
L
t
z
a

n

v

n

u

円
V

ι。
必

崎

町

，

h

的
。
白
川

V
@ハ
凶
的
恥

O
o z Vo 200 400 00 

Area (m2) 

i羽4 湖1lEt也の議毅一郎被flll*~!
Fig. 1. Species.area CUI'VC in study area. 



29 

災自2 プロットの鐙鶏成
'1‘ab!e 2. Spccies composition of p!ot 

SPJE議cics 日1f12fi欝静物
/2001312StenusternsLroioni g nng 
/200m2 Istoo! s stcm 

コアジサイ Hydrallgca Itiトla 181 973 5.37 63.5 24.0 223.27 

ザョウブ Clel hra ba1'billcr7Jis 46 583 12.67 2G.0 2.7 151G.65 

イヌツゲ !l.ιピcrclIala 43 269 6.26 43.28 
ヤマアジサイ /Jydrallgea mac1'ophyl!a var. acumIlIafa 31 149 4.81 9. 7 3.4 16.80 
クロモジ Lindcra ulIIbcl!ala :30 .147 4.90 40.0 24.5 :362.91 
タンナサワフタギ五'ymplocoscore仰 u1 24 64 2.G7 20.8 7.8 85.20 
ハイイヌガヤ CephalotaxltJ' harrInglol/iαvar. I/alla 7 51 7.29 18.:37 
7)レパマンサク /Jamamclis japol/ica var. obtusa!a 1:3 46 3.54 61. 5 21. 6 379.21 
ヤマボウシ Cor1/lts kolts・0 5 45 9.00 0.0 0.0 122.]4 

エニfノキ Slyra.， japollicα 21 40 1. 90 0.0 0.0 30.47 
コミネカエデ Ace1' micra1lthuIIl :31 :31. 00 100.0 3.2 183.25 

ツJレシキミ SkillllllZ'，αjaponica j. }・ψell.r 2 29 14.50 4.18 
ウスギ、ヨウラタ JlI!enziesia cilu'caly.:>: 6 21 3.50 0.0 0.0 15.47 
ムラサキシキブ Callz'cflrpa japoJlica 8 19 2.38 12.5 15.8 5.98 
ツノノ、シノマミ Coryllts .I'ieboldIaJlα 5 17 3.40 20.0 5.9 24. 12 

イボタノキ Ligltstl'lt1Jl obtusifoliulll υ P 16 3.20 0.0 0.0 0.39 

プ'f7ズミ Vibll1・JtlttltdilalatuJil 2 15 7.50 0.0 0.0 0.24 
ウワミズザクラ PrllllltS grayana 4 14 3.50 0.0 0.0 7.02 

スギ C1')少lomc1'Iajapo1/ica 3 10 3.3:3 0.0 0.0 10.37 
オオカメノキ Vt・OUr1ll1J1lfu1'calulIl 4 9 2.25 0.0 0.0 2.82 

ブナ /ウ'JgltSC1'CJlata 8 8 1. 00 50.0 50.0 13956.70 
アオノ、夕、、 flex macropoda 1 8 8.00 8.9:3 
ムラサキマユミ Euolly1JlItS lanceolalus 7 7 1. 00 0.0 0.0 0.31 
ミヤマハハソ Me!i・'osmatcuuls 6 6.00 0.0 0.0 11. 17 
コハウチワカエデ‘ Acer siebo!diI1J1/l111 4 1. 00 50.0 50.0 547. 71 
タムシノイ Jl1agnoli，αsal 2 4 2.00 0.0 0.0 3.61 
ナガパノモミジイチゴ Rubus palmatlts 2 4 2.00 0.0 0.0 0.24 

サワブタギ Symplocos clli・ncnsisf. PUOSIl 3 4 1. 33 0.0 0.0 0.96 
ハクウンボク Styrax ob山¥吋'11 3 3 1. 00 66.7 66.7 122.0:3 
ナッツノイキ ぷ'!ewartiapseudυィalllel!ia 。。 :3.00 0.0 0.0 0.81 
アカシデf CmアI1wslaxiflora 2 2 1. 00 0.0 0.0 286.93 

コシアブラ AcaJlfllOpallaX sciadoplt)イ/oi・'des 2 ワ 1. 00 100.0 100.0 214.82 

タニウツギ FVeigelαho}.tensis 2 2 1. 00 0.0 0.0 11. :36 
アクシノイ Vaccillium japollicltlll 1 2 2.00 0.0 0.0 0.06 

イヌシデ Carpinus tscllOl/osllii 1 1. 00 0.0 0.0 0.89 

ミズメ setu!a g1'ossa 1 1 l. 00 0.0 0.0 1. 00 

ミズナラ Qucrcus lIlo11golicαvar. gr何 sescrrata 1 1. 00 0.0 0.0 34.51 

ホオノキ jJ1agllo1i，αobovata l 1. 00 0.0 0.0 0.10 
7Jナクギノキ Lindera e1'yt ll1'ocarpa l 1 1. 00 0.14 

アズキナシ Sorbus alm'jo!ia l 1 1. 00 0.0 0.0 12.06 
コマユミ Ellollymlls alatusメrilil1lode1l!l1t ItS 1. 00 0.0 0.0 0.20 
ツリノぜナ Euony11l/lS oxipltylllts l 1 1. 00 0.0 0.0 5.89 

イタヤカエテー Ace1' mOllo 1 1. 00 0.0 0.0 298.50 

テツカエデ Acc}' m;由>ponicutll 1 1 1. 00 :38.47 
マノレパアオダモ fヤαxz'IlUSsieboldu11l(l 1 1 1. 00 0.0 0.0 0.11 

Tolal 491 2618 5.32 18609.65 
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結果

殺すにプロットの線機成を示した。プロットにおける木本植物(つる純物を除く〉の総出現fill

数は45擦であった。プロット当りの株数が最も多かった紛離は，コアジサイ (んうIdrangeaIdrta 

(Thunb.) Sieb.)であり，全体の37%を占めたα

Qt ~沼ウブ?イヌツゲ(刀'ex crenata Thunb.)ヤγ アジサイ(めゆ'aJI，ぽ・'eamacropか!lavar. 
flCU millata (Sieb. et‘Zucc.) M札kino)のJIJ誌であった。プロット沼りの株の総数は491株であった。

プロット当りの生王子地上認数は，コアジサイが設も多く，次いでリ田ウブ，イヌツゲ，ヤマア

ジサイ，クロモジ (LinderaltJJibe!lata Thullb.)のj駁であった。全体では2618本の地上主主がプ 1:1ツ

トI々にi下足立した。

一株当りの主主ゐ=地上落数のilLJ句をiJ:l.1Jtl株数が10株以上の廠についてみるとリ日ウブが故大で，

次いで，イヌツゲ， コアジサイ，クロモジ，ヤマアジサイ'7ノレパマンサク ，!Jンナサヅブタギ‘

(ふ〉ノヌJψloc()scorealla (Lcveille) Okwi)，エゴノキ (S<waぷjaP())ZZ"caSieb. et. Zucc.)の)1民であった。

なお株数は少いものの~プロットでのブナ，コハウチワカエデ (Acer sieboldiallu1Jl Miqふハタ

ウンボク全容の地上茎倒休鮮はすべて穂子jliJVjJ(と考えられる。全体では82%の株が2本以上の生命:

又は枯死*ULl::.落与を有していた。

開花した株の割合を，株数が多い仏Hillでみると?コアジサイヲマノレパマンサク，クロモジ，で

約半数のf~(が開花していた。リ B ウブ，タンナサワプタギでは会体の約2596，エゴノキ，ヤマア

ジサイでは，開花株は，ほとんど存犯しなかった。上記のTIllについて開花した地上諸の割合をみ

ると，コアジサイ'7ノレパマンサク，クロモジでは，全体の約20%が開花していた。タンナサワ
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Jよiぬり吉IH立問1E池上塗，自ぬきぢjHま~I，開花池上裟を示す。イヌツゲとツ Jレシキミの開花地上
選は， I[~gの池上3さについのみ示す。ハイイヌカ、、ヤの開花I立総資していない。
Fi苔.2. Frequency uistribution of stcm lcngth of main species in the plot. Solid and open 
columns illdicatc丹owcrlingstcms and non.flowerling stems， respcctively. Flow巴rling
stems of llcx Cl'enata and Sゎ"lIllliajaponica f. 1'et01l.l' inclicat巴onlyfcmale stems. 
FlowcrJing of Cepllα!o!axu.l' Itan'ingto?lia var. nallfl was not investigated. 



フタキ リぉウブ，ヤマアジサイでは開花地上主主の割合も低かった。また調査が行われた1982年

は，全体に樹木のIM~1t状況が良好で，制還ま地周辺においても，多くの樹磁で開花が後li採された年

であった。

プロット当りの断間積合計をみると，設も大きな航告示したものはブナで，次いでリョウブ，

コハウチワカエデ，マルパマンサクの摘であった。

樹幹;良分布

プロット内で，比較的地上裟数の多い樹障について，樹幹;民別本数分布を樹容1に治したものが，

留すである。樹幹長は，樹高とは奥なるが， i針 i衿;足分布がほぼ林分の成j留品\~迭を示しているとす

れば， I)!SIすより，この林分は， 25'"'-'25m tζ述ずるブナからなるJ.:I滋，コハウチワカエデ，コミネ

カエデ (Acer1m・'crantlw?Jl Sieb. et. Zucc.) ，マノレノ~'-;?'ンサク， リ日ウブ，ヤマボウシ (Cornu.l'

kousa Buerger日xHance)，クロモジ等からなる1*1溺， そして 2m以下のハイイヌガヤ(C.ψAル

lotaxus l/arring1011ia var. nana (Nakai) Rehd記r)，イヌツゲ、，コアジサイ，ヤマアジサイ，ツノレ

シキミ (SkimlJluzjatonica f. r，ψeJl.l' (Nak乱i)Hara)雲寺とI:IJJ関を梢j或ずる樹穏の後絞水からなる
の3J滋にわけることができるo

次に各々のIq~1溺における樹の開花状況をみる。ブナは，樹高が 25 m 前後に迷し，当J水分の設
を構成しており，少数ではあるが， '*'1欝にも後継木が存在する。日時花木は中艇を構成する仰
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体にはみられず， i対幹長が 10m以上の個体はすべて開花木であった。
を椛成する総務訴では'7)レパ?ンサク?クロモジで多くのrM~花地上認がみられた。

エゴノキ，ヤ?ボウシ空撃では，開花地上議は，みられなかった。

しかし，この点に関しでは，不作主pの影響も考えられるので，より広範聞かつ長年月にわたる

観察が必袈である。

2m以下の下j闘では，イヌツゲ，コアジサイ，ヤマアジサイ，ツルシキミ等で開花地上選が存

夜した。またクロモジ以外の咋i舷1;を構成する樹絡では， 2m以下の後縦木に綿花地J二議は手何百し

なかった。

3 地上選~現H:~fの締法

;iJi，J:fi.プロットで俊占ずる::1:袈抵木積6綴〈コアジサイ， リ百ウブ，イヌツゲ，ヤマアジサイ，

クロモジ'7)レパマンサク)について，生布地上茎，枯死地上認の地際i加筆i特別本数分布を示し

たものが捌ずである。 1Ri]々の地上落は，地際政径が;jl)jミ内で最大の地上落と，それよりも小さい地

上主主にわけで示した。

株内で地際目立後が最大の地上裟が，彩1;内で最高齢の地上主主であると{反定すると，それよりも小

さな地上選は，すべて腕芳三及び伏条等の栄議繁殖に由来する地上認と考えることができる。生存

地上慈の本数分布号をみるとリ日ウブ¥クロモジは，強いL毅分布を示した。?ノレパマンサクもL

裂の分布を示したが， L型の傾向はり B ウブ，クロモジ，マルパマンサクの}I聞こ ~jÇjまっていく。

これは， 111尻らめのブナ天然林での結果と一致する。

ヤマアジサイ，コアジサイ，イヌツゲでは，地際TI史探で， O~O. 2111111の階級の本数が少く， ゅ
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れ以!二の階級では，強いL担の分布を示したが，これは当年の稿の生長が迷く，大部分が測定

時にはauζ0.2mm以上IC速しているためと思われる。
次に以上のような側体1ft構造の維持における萌第等の栄議幣搬の役割をみると， リ日ウフやでは，

地際i直径が 4cm以下の地 kささは，ほとんどすべて萌芽起源の地上選であると考えられた。クロ
モジ'7ノレパマンサクでは，やや鶴子起源の可能性をもっ小さな地上落もみられたが，それでも

大部分は， md葬jお前(と忠、われる池上2さによって出iめられていた。
コアジサイ，ヤマアジサイ，イヌツゲも問機に，栄養錦織起源と考えられる地上落が大部分を

しめているが，これらの線では， i関茅起源、の地上議!と加えて，1;J，条起源の地J二議もみられた。こ

のように本鵡笠躍に僚出する低水は，閉鎖したブナの林忠下でi時茅または伏条等の栄猿繁備によ

り安定的に地上議俗体解を維持していると考えられる。

a;1-4は，コアジサイ， リ日ウブ，ヤマアジサイ，クロモジ'7)レノイマンサクの 5概矧について，

開花地上茶と ~I:開花地上議の}lt!際政筏階別本数分布tを示したものである。

開花地上議の本数分布lこ蒋:日すると，クロモジ及び，コアジサイでは，それぞれfili際政後で2.5 

cm と 0.6.......0.8cm の付近でそードをもっlE規視の分布を示し，クロモジでは地i術的茶で 2.5 

cm以上のJiIl上茶はすべてIJ持花地上主主であった。

クロモジ，コアジサイともに閉鎖林冠下でïfJi~により安定した開花地上選の供給がなされてい

たo "7)レパ?ンサクは，サンフ。ル数は少ないが，地際筏が 3cm以上の地上落で開花池上議が

多く存恋した。

リョヴブでは， f山際政筏が， 2.0cm以上の地上認で，不連続に少数， !J日花地上2さがみられた。
しかし，かなり大念な地上:茶でも ~1: lJm花地上議が存殺することや，開花地上2をにおいても地上茶

当りの兆数が林外個体にJ;ヒベて，級端!こ少なかった ζ とからも，閉鎖林冠下における稲子生践は

かなりi務殺なものと考えられる。
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ヤマアジサイも開花地上哀が非常・に少く，地際協筏が 0.5cm以ーとの地上2在でごく少数みられ
るにすぎなかった。

4 1法例休'/iy，の構造

+HIiJ体燃の梢過を解析するために，ここでは， WJ3Joによって株を級j!j'しており，かっ株数の多
かったコアジサイ，ク口モジ， リ百ウブの 31'援について結染を示す。

闘うは)J二紀3術について，枯死地上荻を含めた， 1~~~ り地上主主数の純度分布を示したもので

ある。

クロモジの分布型はL-裂を示し，株当りJ:1ll上茎数が1本の株が最も多く 101会什:夜した。

コアジサイは，株当り地J二議数が5本の付近でそー 1..'をもっ正規裂に近い分布を示した。

平均倣は7.27*であった。株~I'Jり地上諸数が 1 本の株は12株みられたが，これらは， l吋芯れも

プロット i々にlケ郎、存iEした小さな法上にみられた実生であった。

リョウブは株主当りi也と茎数が9本のところにそー Fをもっ分布裂をおい絞高で78水の地上薬

を持つ株が符夜した。

~;の大きさを示すものとして，株竺当i りの枯

が考えられるが?ここでは，株サイズとして，枯死地上議を含めた株内地上主主の地l燦新i荷積合計

受使則した。

間一6!ζ示したものが?コアジサイ， ザ訪ウブ，クロモジの 3寝fiについての株サイズ別株数分布

である。クロモジは強い L~'{の分布を示し，コアジサイ， リ百ウブ1ま，クロモジに比べて，弱い

L~í1の分布そ示した。

J汝の1f.1始は不明であるが， 1~; のサイズが株の年齢とïEのJ・日間後もっと仮定すると 3 表II とも，

の1米側体燃は比較的安定して維持されているものと考えられる。クロモジでは都子

のサイズも大きし実際lこプロット内で誕生の存在が臨終されたが，コアジサイ， リョウブでは

災住がほとんどみられなかったことから，閉鎖林冠下における新しい株の定締，生長はかなり長

い!時間のr:1"で生じているものと考えられるo

努さ

今問調査を行ったJ水分では，閉鎖林続下で緩占低水積の地上議倒休鮮は，大部分が璃非，伏条
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等の栄養繁殖により維持されていた。

また，閉鎖林冠下でも多数の開花木が従犯する穂と， I綿花木がほとんど存寂しない績が認めら

れた。また今期のまでは，災住の存:(fは，ほとんど認められず，実伎の定私:と生長は長い時間

スケ…ノレの中で怒っている可能性が示された。

栄養繁殖j境線の個体と有性繁殖起源の例体とでは，初期の死亡湖殺が兵り，有性繁殖起源、の倒

休の~Iミお rHl線はひ在日V日Y typ巴 nIを，栄誕鍛嫡館前{の個体は Deeveytype II奇示すことが多年

生草木で知られている同13)。栄養繁嫡起源の翻休の初期j死亡率が有性線描j起総の{I母体に比べてほ

い理由としては，総翻休lζ従l必している期間が;民く，また籾倒休から謎分供給をうけて急速に住

民を行うためであると考えられている9，10，14)。

このような定殺の初期過程における栄餐繁締結諒の偶休の有利牲は， i彼生やリターの被畿が絞
な，紹子による定着が悶 ~ifÊ と思われるところで発押されると考えられ14〉，結子サイズの小さなリ

ロウブ，コアジサイ，ヤマアジサイ等では特に林内の地上倒休鮮の維持の上で設袈と考えられる。

としてつの遺!伝子裂の寿命がのび、ることがあげられる由。 この点に関

しては閉鎖林誠下における純子生躍と段i述して考える必裂がある。閉鎖林冠下でもよく開花し，
積子生肢を行っていると思われるクロモジ，コアジサイ等は株の好命が長くなることにより，一

生の惜jの総穂子主主総置が増大するであろう。…方閉鎖林組下での:mi子生滋が閣総と思われる， リ

ぉウブ，ヱゴノ牛空手は，特にi指完さなどで株の寿命が長くなることにより，上j認が蹴i潤して，精子

生時が可能となる環境にめぐりあう総本が大きくなり，非常に浸裂であるo

問機lζ;被正潔樹下において，栄養鍛猫と地上議の枯死をくり返すことにより，地上高Il説手子監が

小さく保たれるため，育条件が好転するまで住吉3競ることも可能となる。15，16) このJ誌で閉鎖林

滋下の中・ i高木悦の稲の実技及び，岩木段|併での閑却のNf-つ窓i沫は大きいと盟、われる。

また年平均品目苦戦清潔が 95.4 Cll1の京都大学戸生出習林の気侠条件も栄議繁姻を促進ずる一

つの袈閣と忠われる。 if%橋17>も指摘するように破留による地上部の枯損の危険性が大きい地域に

おいては，伏条のように留任に巡らわない線描様式や，溺晃三のように一本の地上裟が杭損しでも

すぐに新しい地上選が再生践できる繁嫡様式は有利と若者えられる。

鏑斜地等の積雪不安定地では，右主留による樹幹の上下運動や儲客等により，不定説=ゃ潜伏却が

活性化して，隣却が投じることも考えられ，また積留により樹幹が倒伏することによって新主主萌

茅の関上;ζは般似体のj紛誌が存夜しなくなり，新生il露五三の生存に有利な状況が生じるo

このように離の繁揃様式は，識の個体幹維持，さらには天然、林の動態に政接関与・する問題であ

り，天然林を構成する側々の組について栄謎繁殖，有性紫縮の附「前を合めた翻の繁獄特牲を明ら

かにする必裂があるo さらに，このような諮の繁殖様式や他の生活様式をふまえた上で，俄々の

についての側体鮮動態の研究が天然林の動態研究の基礎となると考える。
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Resume 

Studics on the population structur・eand r・eproductivemode of shrubs unde1' closed canopy 

we1'e made in a natural beech forest of Kyoto unive1'sity fo1'cst in Ashiu，乱nclth巴roleof vcget乱"

はve1'cproduction in the maintcnancc of stcm population was discussed. 

Thc 1'csults are summa1'ized a日follows.

1) j巧Jd1'ang叫んf山 wasmost abundant in the numb巴rof alive stcms pc1' plot， and Clethra 
barbt'ncl'VU， .1.ん'xC1・enataand LかzdcraU?1叫ellatafollow巴d. Samc tendeneies wer日obtainedin 
the numbe1' of stools per plot. Fol' the species excecding ten stools pe1' plot， C. bal'bt'nel'vu 
was thc highest in the mean numbe1' of alive stcms pc1' stool with 1. c1'clzata， 万• hz'1'la， L. 
umbellata， 1かdl'angcamacl'OVかllava1'. acuntt'nata and HamamcNs jcψonica va1'. obtusata 
following in orclc1'. 

The numbc1' of stools cxccss of two stcms (alivc 01' clead) 1'eachecl to the 82弘ofthe total. 

2) Flowering stems f01" L. 1tmbellata and H. hu，ta ancl H. jatom'ca val'. obtusata we1'e 

abW1d札ntal1cl had successiv巴Iyp1'oduced unde1' closecl canopy. But flowerling stcms fo1' C. 

bal'bt'nel'vis， Styraxjatonica， .H. macl'othylla va1'. acumuzata were ra1'e unde1' closed canopy. 
3) Diamete1' distributions of stcms fo1' main shrub species (H. hil'ta， C. barbincl'vis， 1. 
0・cnata，1:I.maClψhylla va1'. am仰 'nata，L. umbellata， and H.jatrmz'ca va1'. obtusata) showed 

L-shapccl distribution pattcrn， and it is likely that a large number of stems were rcp1'ocluced 
vegetativcly. This inclicate that stem population of thcse sepcies a1'e successively maintained 

by vegetativ巴1'ep1'ocluctionunde1' clos記clcanopy. 

4) H. hil'ta， L. umbellata， and C. bal'bi・ncrvisshowecl L-sh乱pecldistribution of stool size. 
But few seecl!ings werc found on thc fo1'est floor fo1' these species. Thcrefo1'e， it is p1'esumecl 
that th巴cstablishmentancl growth of scccllil1gs took long time. 




